
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

八

七

号

外
国
の
情
報
機
関
に
よ
る
盗
聴
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
認
識
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

貴

子
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外
国
の
情
報
機
関
に
よ
る
盗
聴
に
対
す
る
安
倍
晋
三
内
閣
の
認
識
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

ア
メ
リ
カ
の
国
家
安
全
保
障
局
が
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
通
話
を
盗
聴
し
て
い
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
に
直
接
抗
議
し
た
メ
ル
ケ
ル
首
相
に
対
し
、
同
大
統
領
は
謝
罪
を
し
て
い
る
。
ま
た
ド
イ
ツ
に
限
ら

ず
、
他
国
に
対
し
て
も
ア
メ
リ
カ
が
盗
聴
を
し
て
い
た
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

盗
聴
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
政
府
は
確
立
し
た
定
義
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
「
一
般
に
、
法
令
上
の

根
拠
な
く
他
人
の
会
話
等
を
ひ
そ
か
に
聞
き
取
る
こ
と
を
い
う
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
し
て
い
る
。

右
の
一
連
の
流
れ
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
六
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

我
が
国
に
お
い
て
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
他
人
の
会
話
等
を
ひ
そ
か
に
聞
き
取
る
」
こ
と
が
許
さ
れ

る
こ
と
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
誰
が
誰
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
行
わ
れ
る
時
で
あ
る
の
か
、
詳
細
に

説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
一
九
六
五
年
以
降
、
他
国
に
対
し
て
盗
聴
を
行
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
か
と
い
う
問
い
に
対

し
、
「
政
府
に
お
い
て
は
、
法
令
を
遵
守
し
、
適
正
な
情
報
収
集
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。

右
の
法
令
を
遵
守
し
た
適
正
な
情
報
収
集
活
動
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
可
能
な
範
囲
で
事
例
を
示
さ
れ
た

一



い
。

三

本
年
十
一
月
十
八
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
情
報
機
関
が
、
二
〇
〇
九
年
八
月
、
ユ
ド
ヨ
ノ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
統
領
の

携
帯
電
話
の
交
信
デ
ー
タ
を
監
視
し
、
盗
聴
も
一
度
試
み
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

駐
在
す
る
特
命
全
権
大
使
を
召
還
す
る
と
い
っ
た
外
交
問
題
に
発
展
し
て
い
る
。
右
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

四

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
「
現
在
、
政
府
に
お
い
て
は
、
情
報
保
全
上
の
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁

が
な
さ
れ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
も
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
明
確
な
説
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
過
去
に
我
が
国
の
情
報
保
全

上
問
題
が
生
じ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
国
家
公
務
員
が
処
罰
を
受
け
た
と
い
う
事
例
は
あ
る
か
。

五

現
在
政
府
と
し
て
、
「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
、
い
わ
ゆ
る
秘
密
保
護
法
の
成
立
を
急
い
で
い
る
と
承
知

す
る
。
右
は
、
前
文
で
触
れ
た
よ
う
な
、
各
国
に
お
け
る
盗
聴
疑
惑
と
連
関
し
て
い
る
か
。

六

政
府
と
し
て
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
並
び
に
「
前
回
答
弁
書
」
で
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
現
在
、
政
府
に
お

い
て
は
、
情
報
保
全
上
の
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
認
識
し
て
い
る
一
方
で
、
わ
ず
か
な
期
間
の
国
会
審
議

を
も
っ
て
、
し
か
も
秘
密
の
定
義
等
、
閣
内
で
も
見
解
が
十
分
に
統
一
さ
れ
て
い
な
い
中
、
い
わ
ゆ
る
秘
密
保
護
法
の
成
立

を
急
い
で
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

二



右
質
問
す
る
。

三


